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1研究の闇的及び構成   

DEAについて軋これまで6こ企業、公共事業  
匝降等の班鞘脚析する手法として、献くその  
研究がなされているが、投舶頓知めを  
恍開した酬し鰍ある。   

したがって、柵こおいては、更さこ効率性  

棚するためらこ各DMUの妙封切析  
に加え、  

（1）効率植の特徴彦見るために、  
① 投入変数、産出変数を2分割した柳生  

分析  

（診宰瞬凌化を多相宿グラフを使って考察1  

（2）更に、脚、ら、効率性を3段階  
に分け考察  

することとする。   

2 他年デル【識1て  
201分馳二乱1て  

分析楓こて札、てもよ海朗務  
（い抽儲箋粉及び蹄喋務鏑雛蜘臥  

救絆唱成業勝とする。  
響膜業務は、獅あり、救難  

箋掛働こ伴う待ち卦：肝撲務という、  
柑交する†脚あるが、紗唱公  
庁の菜鰍こおいては、このような混在のケース  
が多いため、この2つの鰍析する  
こととする。  

㌢2＋入出力噸田Imlて  
11で構成される全ての管区（企菓でいう支社  

に当たる）を分析対象とし、  
投入変数としては、  

船 艇 数；各管区の臓艇の数  
職 点 数；各管区の船艇職員の数  

警備時間；各管区嘲棚勤1甲鄭こ誓締  

葛粉こ従事した脚数  

救難時間；各管区働拗勤年隙こ救難  
撒こ従事しね岨時間数  

とする。  
廃城敦として玖  

立入検査数；各管区q拍妙軋他の船  
舶落立入換査した総数  

牌蝿脚数；各管区嘲碓氷他鋼線  
発如）救助制勝た  
めに出勤した件数  

とする。  
また、分析憬平成3年～5年を勒こ実施する。  

2・3 モデルに甘いて  

D捌こついては、CCRモデルを便闊する。  

に分け、以下噸蜘こて分析を実施する。  
投入変放  廃土痍数  

て瓢職散、慧甲訂≡コ     立場組数  

・舶増臥職鰍、脚間 「  
捌餌場脚数  

（分析結果）  

傘（全体）◎‥0．9以上．0！0．8以上0．9乗劇．△；0．は鶉  
（甘鐸）◎：0．9以上．0；0．5以上0．9兼嵐△：0．5乗潤  
（叔＃）軌0．9以上0；0．T以上＝兼闊．△；乱丁東浦  

〔考察）  

（1）全槻全効率良型、全体肋率型、   
戯弾劾率型、掛率臥バランス型   
に大別便きる。  

（2）削脚こ比へミ効率植が   
低しヽ  
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3・2 酢射ヒ   

経年変化を見るために、3年～5年までのウ   
ィンド分析を実施」その変化を考察することと   

するが、階脚こより紗ると、有効で   
ある。   
拶階層グラフ）  

＊（全体） ◎：0．9以上 ○；0．8以上0．9未満．△：0．8未満  
（効果） ◎：0．9以上 ○：0．8以上0．9乗乳 △：0．8未満  
（稟捗） ◎：0．9以上 ○：0．了以上0．9未満．△：0．T未満  

〔考察）   

（1）紗）み乳バランス乳鵬  
鯛こ大射できる。   

（2）稼朗蹄こ刊、て軋全管区とも効率的  
になっており、業掛こおける従粥間は効  
率的な計画となっていることとなる。   

（3）樹掴こて丸、て軋葉酸こ咄従事し  
ているが、実繕が挙がっていないというこ  
とになる。   

（4）効開こて札、て軋．従郵割勘こ対し  
訪印脚デこいるということにな  
る。   

（5）男親棒型こ刊、て玖職鼠舶附こ対  
し効卿推邦終教程いることとなる  

5 掩わりに   

対敵検証したように∴各変数を2分割ルた  

う醐開港3臍こ分けた卿よ各DMU  
鋤こ掛、て非常に存蜘  
であるといえる。  

垂撃墜；跡継艦と醸日科   

－1■、l■、I●▲…■－   

4 細押掛こついて   
闇管理とは求める日脚こ向かって柳こ  

飽くために」紹噺報屁軋へ銅盤すること」と定義  

できるが、看掛澗を考察してみると、以  
下のよう瑚訊こなる。  

栗源（人、もの、金）  
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